
授業の充実を図る 

            ―― 生徒自ら問う力をつけさせる授業への変革 ―― 

            ６月２３日（土）は授業参観並びに部活動親子交流会にご 

参加いただき、ありがとうございました。数年ぶりに開催し

ました部活動交流会では、保護者の皆様の若々しいプレーを

拝見させていただきました。大きな怪我もなく無事終了でき、

改めてＰＴＡ役員の方々をはじめ、保護者の皆様のご協力に

感謝申し上げます。 

中学校では先生方が授業力をさらに向上させ、子どもたち

に確かな学力をつける授業の研究がスタートしました。従来

の授業は、教師が問いを発して生徒がそれに答えるという形

式が一般的でした。知識が身についたかどうかを知るために 

このように教師が問いを発することももちろんあります。ただ、それだけではなく、

基礎的な学習事項を活用して自ら考え、判断し、 

表現することにより、さまざまな問題に積極的 

に対応し解決する力が求められています。（文 

部科学省/学習指導要領）  

 そこで本校では、生徒たちに学びの力をつけ 

るために、生徒自ら問いをもたせることを第一 

歩と考えました。受け身的な学習ではなく、生 

徒たちが主体的、意欲的に学習できるようにな 

ることを目指しているからです。         生徒とともに先生方も学ぶ研究授業 

 教師の投げかけや働きかけによって、「あれ、 

へんだなあ？」「本当はどうなの？」という問 

いを触発された生徒たち。この生徒たちが自ら 

抱いた疑問や課題を解決するために調べたり、 

実験したりして自分なりの考えを発表し合いま 

す。そこにはさまざまな見方や考え方が出てく 

るでしょう。生徒たちはそれを互いに聞き合い、 

意見を交換し合って多面的な考え方を知り、自 

分をさらに高めることをねらいとしています。  

では具体的に、最近の授業を見てみましょう。  父親、母親パワーを見せた親子交流部活動 

● １年生理科（川合先生）の授業 

１年生は今、「植物のからだとはたらき」を学習しています。生徒たちはこれまで

の学習で、葉が光合成や蒸散など植物の成長にとって重要な役割を担っていること

を理解し、光合成が行われるのは緑色の葉という知識を身につけています。この学
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習をさらに発展させるため、教師は緑の葉の 

ほかに紫や赤色の葉を用意しました。 

これまでの授業だったら、教師は『いろいろ 

な色の葉が光合成するか調べよう。』と呼び 

掛け、生徒はその指示に従って黙々と実験し 

て確かめたことでしょう。 

この授業で教師は『光合成は緑の部分だけ 

で行われるのだろうか。』と呼び掛けました。 

このように投げ掛けられると、生徒たちは、  豊かな学びで世界に羽ばたいてほしい生徒たち 

「え？ 緑だけじゃないの？」「他の色の葉でも光合成するのだろうか？」と新た

な問いを触発され、授業に身をのり出していきます。そして班で調べた結果を報告

し合うことによって、他の班との共通性を見いだしたり、他の班の新たな発見に触

れたりすることができます。手順を示され、その通りに実験していくよりもはるか

に意欲的に、しかもわくわくした気持ちで学ぶことができます。友達の意見や発想

を聞いて、自分の考えの幅を広げることもできます。 

深良中では理科だけでなく、どの教科でもこのような学びの実践を積み重ね、生

徒たちの学力の向上を目指します。 

   

 

 

 

 


